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 ・新年のご挨拶  

 ・令和 5 年度農業基盤整備関係予算の概要  

 ・第 44 回全国土地改良大会 沖縄大会（2022.11.22 開催）  

 ・第 45 回全国土地改良大会 福井大会（2023.10.11 開催予定）  

 ・子ども絵画展で水土里ネット東京会長賞等 11 作品！  
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東京都土地改良事業団体連合会 

会 長  山 下 奉 也 

  
あけましておめでとうございます。 
皆様におかれましては、輝かしい新年をお迎えのこととお慶び申し上げます。 
平素より水土里ネット東京の業務運営並びに農業基盤整備事業の推進に特段のご理解とご協力を賜り厚

く御礼申し上げます。 
新型コロナウイルス感染症は、一時期、新規感染者数が低い水準で推移し正常化の期待もあって、感染防

止に留意しながらウィズコロナのスタンスで業務に取り組んで参りましたが、今なお収束の見通しが立たな

いまま４年目を迎えようとしています。 
一方、昨年２月にロシアがウクライナへ侵攻したことを背景に、食料流通の機能不全や原油価格の高騰が

原材料・エネルギー・食料品の価格に反映するなど、国民生活に新たな課題が生じた一年でありました。 
食料価格の高騰や供給の不安定化は、食料自給率が低迷し輸入食料に依存するわが国にとって、食料安全

保障に大きな影響を及ぼすことが浮き彫りになりました。 
コロナ禍をはじめロシアの侵攻などが終息に向かい、平穏な生活と経済の回復を取り戻すことが出来る一

年になりますよう願う次第であります。 
さて、農林水産省の令和５年度農業農村整備事業関係の予算は、全国の土地改良関係者の熱い要請活動も

あって、ほぼ前年度当初予算の規模が確保されております。 
農業が成長産業として持続的に発展していくためには、確保された予算を効果的に生産基盤の整備に活用

し、食料等の農産物を安定的に供給するという役割を果たしていかなければなりません。 
昨年、農業基盤整備関係について幾つかの法改正が行われました。その一つは土地改良法の改正です。近

年、全国各地で頻繁に発生する豪雨災害等に対して、迅速に対策を講じるための土地改良制度などの見直し

をはじめ、土地改良事業団体連合会が会員に対して行なう事業の内容が拡充されております。 
また、農地の遊休化や耕作放棄地が増加するといった課題に対処するため、農山漁村活性化法と農業経営

基盤強化促進法も一部改正され、将来の農用地の利用を見据えた土地利用計画に基づいて農用地を保全し適

切な利用を推進するための整備を行なうこととしています。 
地域農業を振興していくうえで、農業従事者の確保と農業基盤の整備は一体的な取り組みが必要不可欠で

あります。 
本会と致しましては、東京都をはじめ会員市町村並びに土地改良区の皆様方と連携しながら、東京都が確

保した農業基盤整備に関する予算を有効かつ効果的に活用して、東京農業の発展に向けて役職員一丸となっ

て取り組んで参りますので、本年も変わらぬご支援とご協力を賜りますようお願い申し上げ、年頭にあたり、

謹んで新年のご挨拶を申し上げます。 
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東京都産業労働局農林水産部 

農業基盤整備担当課長 渋谷 圭助 

  
新年、明けましておめでとうございます。 
令和５年の新春を迎え、謹んでお祝い申し上げます。 
日頃より東京都の農業振興施策の推進にご理解とご協力を賜り心より御礼申し上げます。 

昨年は、新型コロナウイルス感染症の拡大や不安定な世界情勢の影響による資源・資材の高騰、さらに記

録的な円安などに見舞われ、多くの農業関係者にとってご苦労の多い一年ではなかったかと思います。 

東京都においても、農業資材の価格高騰や物資調達にめどが立たないことによる納期未定等の影響を受け、

やむなく補助事業の中止や計画を変更する等、農業者にも大きな打撃がありました。 

本年においても物価高騰が予想されますが、引き続き区市町村と連携しながら、事業を推進してまいりま

す。 

さて、東京都における令和５年度の基盤整備に係る取組としましては、大賀郷農業用水施設（八丈町）の

整備に着手することや、農業集落排水施設（神津島村）の整備、農地防災関係の銚子の口（八丈町）や西原

（三宅村）ため池の改修工事のほか、小笠原母島における貯水施設の整備、農道の改修工事を進めてまいり

ます。 
さらに、区市町村の農地保全の取組や農家の農地整備等を支援し、都内全域で農地の保全、農地・農的空

間の創出、多面的機能の発揮に向けた取組みを推進する新規事業「未来に残す東京の農地プロジェクト」を

予算案に計上しております。 
今年度は、土地改良区の複式簿記化の支援として、都が土地改良事業連合会に委託し、資産評価を基に維

持管理計画書の作成を行っています。東京都におきましても、農業農村整備事業の円滑な推進を図るため、

引き続き土地改良事業団体連合会との連携を図りながら、区市町村、土地改良区の支援をしてまいります。 
また東京都では、東京の農業を取り巻く社会経済情勢の変化に対応し、持続可能な農業生産と農業の経営

力強化、農地の保全に向けた施策を展開していくため、現行の「東京農業振興プラン」（平成２９年５月）

の改定を進めています。 
この中では、限られた農地を有効に活用していくには、農業用水路や農道など生産活動に必要な基盤整備

が重要とし、東京農業の生産活動を支えるインフラであるだけでなく、潤いある住環境の提供、四季折々の

景観形成など様々な恩恵をもたらしていると位置づけ、次世代への着実な継承に向けて、各地域が行う農業

基盤の維持・保全や整備を適切に支援するとしています。 
現在、広く都民の皆様からご意見を募集しており、いただいたご意見を踏まえて、令和５年３月に新たな

「東京農業振興プラン」を公表する予定です。 
引き続き、区市町村、土地改良区等が実施する農業基盤整備事業に対しまして、全面的に支援してまいり

ますので、要望等ありましたら、何なりとご相談いただければ幸いです。 
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令和 5 年度農業基盤整備関係予算の概要（東京都） 

   

令和５年度の農業基盤整備関係の予算は、基盤整備促進や農地防災等の国庫補助事業の増額と未来に残す

東京の農地プロジェクト事業が新規に追加されたことにより、約 22.7 億円（対前年比 153.7％）が計上さ

れています。 

 

【主要な事業】 

 

１ 基盤整備促進：135,669 千円～農山漁村地域整備交付金 

  農道及びかんがい施設等の農業基盤の整備を行い、地域の実状に応じた農用地の高度利用による農業生

産性の向上を図る。 

 

２ 小規模土地改良：157,683千円 

  国庫補助の対象とならない受益面積がおおむね 2ha 以上の地域で実施する農業基盤整備に都が単独で

補助し、地域の実情に即した整備を進め農業生産性の向上に資する。 

 

３ 農地防災：206,935 千円～ため池整備、用排水施設整備、農業用河川工作物応急対策 

  農地及び農業用施設における災害の発生を未然に防止するための工事を行う。 

 

４ 未来に残す東京の農地プロジェクト：662,885千円 

農的利用に向けて区市町村が公有地を農業公園等に整備する取組や、農家が所有するアパート等を農地

に転換する取組、農地の多面的機能を発揮させる取組等に対し支援する。 

 

 

 

令和５年度農業基盤整備関係予算（案）（農業振興課）
令和５年度 令和４年度

予算額（千円） 予算額（千円）
基盤整備促進（公） 135,669 24,637 ↑ 550.7%
地域農業水利施設ｽﾄｯｸﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ（公） 131,900 103,491 ↑ 127.5%
小規模土地改良（単） 157,683 151,308 ↑ 104.2%
農村総合整備（公） 30,105 13,089 ↑ 230.0%
土地改良指導等（公・単） 801 997 ↓ 80.3%
畑地灌漑施設等実態調査（単） 2,536 2,536 → 100.0%
魚の遡上を阻害する土砂撤去等（単） 7,700 7,700 → 100.0%
農地防災（公） 206,935 129,186 ↑ 160.2%
農地及び農業用施設災害復旧（公） 1,000 1,000 → 100.0%
小笠原農業基盤整備（公） 150,000 138,568 ↑ 108.3%
小笠原農業基盤施設等維持補修（単） 250,138 155,709 ↑ 160.6%
都市農地保全支援プロジェクト（単） 0 316,814 ↓ 0.0%
農地の創出・再生支援事業（単） 0 36,864 ↓ 0.0%
未来に残す東京の農地プロジェクト（単） 662,885 0 ↑ 皆増
水土里保全活動支援（公） 2,950 3,016 ↓ 97.8%
DXによる農業基盤の防災力強化（単） 535,942 395,907 ↑ 135.4%

合       計 2,276,244 1,480,822 153.7%

（歳出ベース）

予算事項名
比率
R４比
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第 44 回（令和 4 年度）全国土地改良大会 沖縄大会  

 
＜大会スローガン＞ 
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第４４回全国土地改良大会沖縄大会は、沖縄県の本土復帰５０周年を記

念し２０２２年１１月２２日(火)、沖縄県沖縄市の「沖縄アリーナ」に全

国から２,３００名余の土地改良関係者が参加しで開催されました。 

 第４３回群馬大会が、新型コロナ感染症まん延防止対策のため１年延期され、昨年もウエブ開催となった

ことから３年ぶりに一堂に会しての開催となりました。 

式典に先立って、沖縄の伝統武術である空手の迫力ある「団体形演武」のオープニングセレモニーで迎え

られ、観光親善大使ミス沖縄から沖縄の紹介で大会を盛り上げます。式典は、開会宣言の後、沖縄県土地改

良事業団体連合会の古謝景春会長から開催県として「今こそ、農業と農村地域の持続的発展による自給率向

上が必要であり、これまで以上に農業農村整備事業を推進することが重要。豊かな水土里の素晴らしさを全

国へ発信し農業・農村の振興に取り組んで参りましょう。」との挨拶がありました。 

全国土地改良事業団体連合会の二階俊博会長からは主催者として「予算獲得に向け、闘う土地改良標榜し

ており、全国の農業を守る農業関係者の皆さんの期待に応えるため、一致団結して闘っていこうではありま

せんか。皆で頑張ることを誓い合う沖縄大会に！」との力強い挨拶があり、続いて玉城デニー沖縄県知事・

桑名朝千代沖縄市長から歓迎の言葉がありました。農林水産副大臣はじめ沖縄県選出の国会議員などからの

来賓祝辞、都道府県水土里ネット会長会議顧問の進藤金日子、宮崎雅夫の両参議院議員から祝辞がありまし

た。 

次に土地改良事業に功績のあった方々の表彰、そして農林水産省農村振興局安部伸治次長の「夢(いみ)

をつなぐ土地改良」と題する基調講演では、「沖縄の農業・土地改良の歩み」「土地改良をめぐる動き」「未

来の夢に向かって」の３つの柱で講演され、未来の夢として「スマート農業の展開」「農産物の輸出促進」

「農業のグリーン化」「安全・安心な農村地域の実現」の４つの夢を掲げ、それぞれの実現に向けて農地整

備や排水改良、かんがい用水の有効利用、基盤整備と気候変動への対応など、土地改良が果たしていく役割

について、分かり易く未来に夢がもてる内容でありました。 

その後、優良事例の紹介、大会宣言は沖縄県土地改

良事業団体連合会職員の知念智子さんと島袋朝気さん

が「持続的な農業・農村を可能とするため、水・土・

里を守り、引き継いでいくこと」を力強く宣言されま

した。式典の終わりに次期開催県である福井県へ大会

旗が引継がれ山崎正明会長から挨拶があり、大会は盛

会のうちに終了しました。 

 

 

 

 

二階俊博会長挨拶 
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第 45 回（令和 5 年度）全国土地改良大会 福井大会  

  ～福井大会～に皆様の参加をお待ちしております！！ 
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「ふるさとの田んぼと水」子ども絵画展 2022 
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「ふるさとの田んぼと水」子ども絵画展 2022 
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「農業農村整備の集い」の開催   ～ 闘う土地改良 ～ 

令和4年10月20日 砂防会館別館「シェーンバッハ・サボー」 

― 農を守り、地方を創る予算の確保に向けて ― 

 令和４年 10 月 20 日(木)千代田区永田町のシェーンバッハサボーにおいて、令和４年度補正予算及び令

和５年度当初予算の確保に向けた「農業農村整備の集い」が、多数の国会議員を含む 1,000名を超える土地

改良関係者が全国から参集して開催されました。 

農林水産省からは藤木農林水産大臣政務官をはじめ、農村振興局長、同次長らの幹部が出席しました。開

会にあたって、二階俊博全国土地改良事業団体連合会会長から「現在、来年度予算の折衝が続けられている

が、農家の皆さん方の期待に応えられる予算の確保に一致団結して取り組んでいる。また、男女共同参画の

取り組みを本格化させる時期に来ており、理事の 10％以上を女性にするなど、女性の登用を推進する目標

に集中的に取り組むことをお願いしたい。『闘う土地改良』は限りなく続く、さらなる闘いを続けるようお

願いする。」とあいさつを述べました。 

来賓の祝辞で藤木農林水産大臣政務官は、「農地や農業用施設といった農業にとって必要不可欠な生産基

盤を強化することが重要であり、このための農業 農村整備事業を着実に進める必要がある。食料安全保障

の強化や防災減災・国土強靭化対策等に万全を期することができるよう、全力で取り組んでいく。」と述べ

られました。また、進藤金日子参議院議員で都道府県水土里ネット会長会議顧問から「電力料金補填対策あ

るいは当初予算の確保などいろいろな面で宮崎議員と力を合わせて、しっかり頑張っていくので、引き続き

皆様方のご指導をよろしくお願い申し上げます」と述べられた。来賓紹介の後、土地改良における男女共同

参画を先駆的に実践している、水土里ネットやまなしの顕著な活躍を称えて、二階会長から感謝状が授与さ

れました。 

「農業農村整備の集い」の要請案文を来年度全国土地改良大会開催の福井県土連 野坂専務理事が朗読し

全会一致で採択しました。 

宮崎雅夫参議院議員・会長会議顧問からは、「電力料金の高騰、水田活用直接支払い交付金の見直し、防

災減災・国土強靭化について」の情勢報告があり、最後のガンバロウ三唱は、11 月に全国土地改良大会を

開催する沖縄県土連知念副会長の発声で参加者一同の唱和に代わる盛大な拍手で閉会となりました。 

集いの終了後、都道府県水土里ネットの代表者が、政府、国会議員などに要請活動を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

二階会長挨拶 
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土地改良区に女性理事を 
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地域で守ろう豊かな自然 

http://www.midorinet-tokyo.or.jp 
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